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本
組
合
（
Ｏ
Ｂ
）
の
参
加

率
が
芳
し
く
な
い
の
で
、

そ
こ
も
課
題
の
１
つ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

議
題
は
「
40
~
50
代
の

組
合
離
れ
の
対
処
法
」「
青

年
部
勧
誘
に
向
け
た
制
度

と
対
策
」
で
し
た
。
今
回

は
事
前
に
各
支
部
の
取
組

報
告
と
提
案
が
出
さ
れ
、

各
支
部
の
取
組
を
他
支
部

へ
周
知
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
支
部
で
の
取
組
や
対

処
法
な
ど
が
聞
け
、
と
て

も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
若
い
青
年
層
へ

の
声
か
け
も
重
要
で
す

が
、
青
年
層
を
卒
業
さ
れ

た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
へ

声
か
け
を
し
、
繋

が
り
を
持
続
・
強

固
に
し
て
い
く
こ

と
で
、
新
た
な
人

と
人
と
の
繋
が
り

も
増
え
、
結
果
的

に
は
若
い
人
も
増

え
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま

す
。

32人が参加（山口市「ボウリングの森」）

基本組合・青年部から計23人が参加

　
建
設
山
口
青
年
部
で
は
、
若
い
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

活
動
を
理
解
し
て
頂
く
た
め
、
広
報
誌
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が

中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
各
支
部
ミ
ニ
情
報

特
集
を
組
み
、
各
地
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
読
ん
で
い
る
皆
さ
ん
、
一
度
青
年
部
の
行
事
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。

次世代対策
交流会
1／18

県内
交流集会

1／19

青年部長
あいさつ

多
く
の
仲
間
を
迎
い
入
れ

　
青
年
層
の
結
集
力
を
強
く

　

県
青
年
部
長
を
引
き

受
け
て
２
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
最
初
は
自
分

に
で
き
る
の
か
な
と
不

安
も
大
き
か
っ
た
で
す

が
、
青
年
部
の
仲
間
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
た

く
さ
ん
の
仲
間
の
お
か

げ
で
頑
張
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
あ
り
、
県
青

年
部
の
活
動
を
行
う
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
状
況
が
良
く
な

れ
ば
、
ま
た
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
時

は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

青
年
部
の
仲
間
が「
青

年
部
に
入
っ
て
良
か
っ

た
」「
青
年
部
は
楽
し
い
」

「
仲
間
に
助
け
て
も
ら
っ

た
」
そ
う
い
っ
た
仲
間

を
多
く
迎
い
入
れ
れ
ば
、

青
年
層
の
結
集
力
が
強

く
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

　

今
、
建
設
業
界
は
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

建
設
業
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
推
進
、
社
保

加
入
対
策
の
徹
底
な
ど

あ
り
ま
す
が
、
プ
ラ
ス

と
捉
え
て
、
若
い
仲
間

が
希
望
を
持
っ
て
働
け

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

青年部長

折口大介

令
和
２
年
度

青
年
部
幹
事
会

青
年
部
長

　

折
口　

大
介
（
阿
東
）

副
部
長

　

北
乘　
　

誠
（
吉
南
）

　

生
田　

真
規
（
熊
毛
南
）

会
　
　
計

　

竹
田　

義
男
（
豊
浦
）

幹
　
　
事

　

山
内　
　

亮
（
岩
国
）

　

西
嶋　

真
人
（
宇
部
）

　

村
田　

克
哉
（
小
野
田
）

　

西
林　

祐
哉
（
下
松
）

　

山
名
進
太
郎
（
下
関
）

　

吉
村　

龍
彦
（
長
門
）

　

木
村　

辰
徳
（
萩
）

　

河
内　

信
宏
（
光
）

　

藤
林　

賢
悟
（
防
府
）

　

町
田　

裕
介
（
美
祢
）

　

村
上　

康
伸
（
山
口
）

　

渡
辺　

博
之
（
柳
井
）

　

組
合
に
お
け
る
青
年

層
の
役
割
は
大
き
く
、

い
ず
れ
は
今
の
青
年
層

が
組
合
の
担
い
手
に
な

る
時
が
来
る
。

　

青
年
部
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
は
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
は
知
ら
な

い
青
年
層
の
組
合
員
は

大
勢
い
る
。

　

こ
の
「
ぶ
ち
ア
ク

テ
ィ
ブ
！
」
を
読
ん
で

も
ら
え
ば
、
青
年
部
活

動
を
知
っ
て
も
ら
え
、

参
加
者
が
楽
し
め
る
交

流
会
も
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
も
ら
え
る
と
思

う
。

　

こ
の
活
動
紙
を
見
て

興
味
を
持
っ
た
青
年
層

の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に

青
年
部
活
動
に
参
加
し

て
み
よ
う
。

貴重な経験
今後に活かして

OBの方々に声かけし 
つながりを強固に

【
熊
毛
南
・
生
田
真
規

（
大
工
・
33
）】
令
和
２
年

１
月
18
日
、
建
設
山
口
本

部
会
館
に
て
、
基
本
組
合

７
人
、
青
年
部
16
人
、
計

23
人
の
参
加
の
も
と
次
世

代
対
策
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

年
々
青
年
部
の
参
加
率

は
上
が
っ
て
い
ま
す
が
基

た
。18

日
に
は
次
世
代
対

策
交
流
会
が
建
設
山
口

本
部
会
館
に
て
行
わ

れ
、
後
継
者
の
育
成
問

題
や
次
世
代
対
策
問
題

に
つ
い
て
、
基
本
組
合

の
役
員
と
青
年
部
の
間

で
活
発
な
意
見
の
交
換

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
は
懇
親

会
が
あ
り
、
日
頃
話
が

で
き
な
い
他
支
部
の
方

と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話

が
で
き
、
有
効
な
意
見

交
換
を
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

翌
日
の
19
日
に
は
山

口
市
の
「
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
森
」
に
て
県
内
交
流

　

長
門
支
部
か
ら
は
吉
村

青
年
部
長
を
は
じ
め
、
平

川
、
磯
野
、
岡
本
、
村
田
、

東
の
６
名
が
参
加
し
、
全

体
の
参
加
者
は
32
人
で
し

【
長
門
・
岡
本
純
司
（
土

木
・
42
）】
去
る
、
１
月

18
~
19
日
に
次
世
代
対
策

交
流
会
と
県
内
交
流
集
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
、
昨
年
に
引
き
続
き
特

賞
の
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ

バ
ー
を
獲
得
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

運
と
実
力
が
試
さ
れ
た

県
内
交
流
集
会
で
、
今
年

の
青
年
部
活
動
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
球
式
は
、
昨
年
イ
ン

パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
を
頂

い
た
私
、
岡
本
が
行
い
ま

し
た
。
皆
、
和
気
あ
い
あ

い
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
昨
年
同
様
引

き
の
強
さ
を
見
せ
た
私

【
萩
・
木
村
辰
徳（
大
工
・

43
）】
２
月
16
~
17
日
、

静
岡
県
熱
海
市
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ア
カ
オ
」
に
て
第

59
回
全
国
青
協
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
47

県
連
・
組
合
１
６
０
人
の

参
加
が
あ
り
、
建
設
山
口

か
ら
は
３
人
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
後
、
酒
井

最後はガンバロー三唱

全
国
青
協
議
長
が
挨
拶
さ

れ
、
全
建
総
連
勝
野
書
記

長
か
ら
中
央
情
勢
報
告
、

竹
谷
組
織
部
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
か
ら

の
経
過
報
告
が
あ
り
、
全

体
会
議
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
分
科
分
散
会
は
５
つ

の
項
目
で
分
か
れ
て
お

り
、
私
は
仕
事
・
技
術
技

能
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
県
連
組
合

か
ら
活
発
な
意
見
や
課
題

な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
自

分
自
身
、
得
る
も
の
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

い
つ
で
も
参
加
で
き
る

事
で
は
な
い
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

後
に
活
か
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

全国青協
定期大会
2／16～17

み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い

新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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阿
東

吉
南

小
野
田

下
松

熊
毛
南

宇
部

岩
国

下
関

ファミリーで楽しめる

「十種ヶ峰ウッドパーク」

ドライブの休憩に

「長沢ガーデン」

オートキャンプ場完備
「竜王山公園」

パスタ処

「十兵衛」

新施設がオープン

「栽培漁業センター」

地産地消で安心安全
「田布施地域交流館」

日本三名橋の一つ
「錦帯橋」

海の家

「松原荘」

【
阿
東
・
折
口
大
介
（
表

具
・
43
）】
21
世
紀
に
残

し
た
い
日
本
の
自
然
名
山

百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
十

種
ヶ
峰
は
水
源
の
森
百
選

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
の
山
と
し
て
、

【
吉
南
・
北
乘
誠（
木
工
・

35
）】
僕
が
オ
ス
ス
メ
し

た
い
の
は
、
長
沢
ガ
ー
デ

ン
で
す
。

【
小
野
田
・
村
田
克
哉（
造

園
工
・
35
）】
大
自
然
に
囲

ま
れ
た
こ
ち
ら
の
公
園
は

桜
の
名
所
と
し
て
も
知
ら

れ
、
春
の
お
花
見
シ
ー
ズ

ン
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
る
行
楽
地
で
す
。

【
下
松
・
西
林
祐
哉
（
鉄

工
・
34
）】４
月
１
日
か
ら
、

下
松
市
笠
戸
島
に
あ
る
下

松
市
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

内
に
新
施
設
が
オ
ー
プ
ン

【
熊
毛
南
・
生
田
真
規

（
大
工
・
33
）】
地
産
地
消

·
安
心
安
全
な
地
元
の
農

林
水
産
物
を
豊
富
に
扱
っ

て
い
る
「
田
布
施
地
域
交

　

新
山
口
駅
と
防
府
駅
の

間
く
ら
い
に
あ
り
、
ド
ラ

イ
ブ
の
休
憩
に
も
ち
ょ
う

ど
よ
し
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や

温
泉
、
宿
泊
施
設
も
あ
り

ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
横
に
あ

る
小
さ
な
売
店
、
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
で
は
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
や
ポ
テ
ト
、
タ
コ

焼
き
な
ど
も
売
っ
て
い
て

子
供
も
喜
び
ま
ず
。

　

自
販
機
の
う
ど
ん
も
お

ス
ス
メ
で
す
。
ぜ
ひ
立
ち

寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

子
供
さ
ん
に
人
気
の
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
場
に
設
置
さ

れ
て
い
る
、
竜
を
モ
チ
ー

フ
に
さ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
宿
泊

も
可
能
な
屋
外
の
個
別
サ

イ
ト
や
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
な
ど
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
気
分
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
是
非
お
立
ち
寄

り
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
施
設
で
は
、

ヒ
ラ
メ
を
は
じ
め
10
魚
種

が
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
養
殖

生
産
さ
れ
た
笠
戸
ヒ
ラ
メ

の
お
よ
そ
90
％
は
笠
戸
島

内
で
、
ト
ラ
フ
グ
は
ほ
ぼ

す
べ
て
が
下
松
市
内
で
消

流
館
」。

　

野
菜
に
魚
、
手
作
り
の

惣
菜
や
お
弁
当
、
メ
ダ
カ

や
カ
ブ
ト
ム
シ
︙
季
節
に

よ
っ
て
色
ん
な
物
が
揃
っ

て
お
り
、
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
る
だ
け
で
も
楽
し
い
場

所
で
す
。

　

２
０
２
０
年
６
月
に

は
、
新
し
く
イ
ー
ト
イ
ン

コ
ー
ナ
ー
「sakura 

m
ichi

」
が
増
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト

開
催
が
難
し
い
で
す
が
、

プ
チ
イ
ベ
ン
ト
や
ク
イ
ズ

等
計
画
中
だ
そ
う
で
す
。

　

野
外
で
は
、
あ
じ
さ
い

や
彼
岸
花
な
ど
四
季
折
々

楽
し
め
、
特
に
春
の
桜
並

木
が
見
物
で
す
！

　

田
布
施
近
郊
に
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

費
さ
れ
、
地
元
観
光
資
源

と
し
て
、
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
さ
ば
き
方
教

室
、
出
前
講
座
、
施
設
見

学
、
職
場
体
験
、
研
修
、

放
流
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
ご
覧
に
な
ら
れ
た

方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん

が
、
満
点
☆

青
空
レ
ス
ト

ラ
ン
で
放
送

さ
れ
る
な
ど
、

今
注
目
の
施

設
で
す
。

　

下
松
市
に

来
ら
れ
た
際

は
、
是
非
一

度
立
ち
寄
っ

て
見
て
下
さ

い
。

【
宇
部
・
西
嶋
真
人
（
屋

根
工
・
39
）】
９
月
10
日
、

宇
部
市
岩
鼻
に
オ
ー
プ
ン

さ
れ
た
パ
ス
タ
処
十
兵
衛

さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

独
学
で
研
鑽
を
重
ね
て

店
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
ど
れ
も
完
成

度
の
高
い
料
理
が
揃
っ
て

い
ま
す
。
特
に
明
太
子
ク

【
岩
国
・
山
内
亮（
大
工
・

24
）】
岩
国
で
は
日
本
三

名
橋
の
ひ
と
つ
錦
帯
橋
や

山
頂
付
近
に
建
つ
岩
国
城

が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
近
く

に
は
１
０
０
種
類
以
上
の

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
扱
っ

て
い
る
お
店
も
あ
り
、
人

気
で
す
の
で
ぜ
ひ
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

【
下
関
・
山
名
進
太
郎

（
板
金
工
・
35
）】
海
の
家

松
原
荘
。
下
関
市
豊
浦
町

大
字
室
津
下
７
６
８

-

１

に
あ
る
海
水
浴
場
を
紹
介

し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
休
憩
所
の
一

部
を
改
装
し
て
貸
し
切
り

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
貸
し
切
り
部
屋

で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が

で
き
、
温
水
が
出
る
シ
ャ

ワ
ー
・
専
用
ト
イ
レ
も
あ

り
ま
す
。
貸
し
切
り
時
間

も
11
時
~
20
時
ま
で
に

な
っ
て
お
り
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

売
店
で
は
、
石
窯
リ
ス

ト
ラ
ン
テ
結
さ
ん
が
料
理

監
修
の
下
、
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
・
冷
製
パ
ス
タ
・
か

き
氷
な
ど
美
味
し
い
料
理

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
松
原
荘
と
検

索
す
る
と
海
の
家
の
様
子

が
見
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
検

索
・
フ
ォ
ロ
ー
お
願
い
致

し
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
山
口
県
内
で
は
良
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
山
・
キ
ャ
ン
プ
・
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
・
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
が
で
き
、
四

季
を
通
じ
て
訪
れ
る
人
が

絶
え
ま
せ
ん
。

　

ス
キ
ー
場
の
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・

ポ
ッ
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
等
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
十
種
ヶ
峰
登
山

マ
ラ
ソ
ン
、
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
大
会

も
行
わ
れ
ま
す
。

　

積
雪
の
あ
る
時
は
ス

キ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
リ

コ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

リ
ー
ム
パ
ス
タ
。
絶
品
で

す
。
あ
と
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ

と
ぺ
ぺ
た
ま
と
ト
マ
ト
ク

リ
ー
ム
パ
ス
タ
と
プ
リ
ン

と
︙
ど
れ
も
最
高
に
美
味

し
い
で
す
。

　

今
の
料
理
に
も
満
足
さ

れ
る
事
な
く
、新
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
や
味
の
追
求
を
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
熱
心
な
店
主
が

作
る
パ
ス
タ
を
一
度
食
べ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

５連のアーチが美しい全長193.3m

ソフトクリームなどの売店も

竜をモチーフにしたアトラクション

10魚種が取り扱われている施設

明太子クリームパスタが絶品

ゆったりと過ごせる貸切部屋
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豊
浦

防
府

柳
井

美
祢 萩

山
口

長
門

光

地元の海鮮料理

レストラン「角島テラス」
四季折々の祭りが開催

「防府天満宮」

本格的なゴーカート体験
「柳井スポーツランド」

歴史と風情がある
城下町

コバルトブルーの水が美しい
名水百選「別府弁天池」

山頂から市内を一望
「象頭山」

ランチは行列必至
「旬処 いさ路」

港町の面影を残す
室積「海商通り」

　
【
豊
浦
・
竹
田
義
男
（
電

工
・
43
）】
こ
ん
に
ち
は
、

皆
さ
ん
は
豊
北
町
の
角
島

に
は
何
度
か
来
ら
れ
た
こ

と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
の
方
は
角
島
灯
台
の

近
く
に
あ
る
角
島
テ
ラ
ス

と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
に
是

非
一
度
寄
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

景
色
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
地
元
の
海
で
採
れ
た

新
鮮
な
海
鮮
丼
や
海
鮮
ピ

ザ
な
ど
、
美
味
し
い
料
理

を
た
く
さ
ん
提
供
し
て
い

ま
す
。
２
家
族
分
で
す
が

宿
泊
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
で
す

が
、
し
っ
か
り
と
対
策
を

し
て
営
業
さ
れ
て
い
る
そ

う
な
の
で
、
是
非
是
非
！

　
【
防
府
・
藤
林
賢
悟
（
土

工
・
36
）】
防
府
と
言
え

ば
こ
こ
と
い
う
こ
と
で
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
で

し
ょ
う
が
、
防
府
天
満
宮

を
紹
介
し
ま
す
。

　

節
分
に
は
秋
の
御
神
幸

祭
に
供
奉
す
る
神
牛
役
を

く
じ
上
げ
す
る
牛
替
神
事

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
春
先
に
あ
る
梅

祭
り
で
は
天
満
宮
に
あ
る

16
種
類
約

１
１
０
０
本

の
梅
樹
を
楽

し
む
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

８
月
３
日

か
ら
５
日
ま

で
は
御
誕
辰

祭
が
３
日
間

に
渡
り
開
催

さ
れ
、
８
月

５
日
に
は
数

千
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
様
々
な
奉

祝
奉
納
行
事
が
行
わ
れ
道

真
公
の
お
誕
生
日
を
お
祝

い
し
ま
す
。

　

な
ど
な
ど
、
色
々
な
行

事
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本

命
は
何
と
言
っ
て
も
11
月

の
第
４
土
曜
日
に
開
か
れ

る
御
神
幸
祭（
裸
坊
祭
り
）

で
す
。
年
に
一
度
の
御
祭

神
菅
原
道
真
公
の
御
旅
行

で
、
天
満
宮
で
も
っ
と
も

大
き
な
お
祭
り
。

　

こ
の
お
祭
り
の
為
に
一

年
を
通
し
様
々
な
お
祭
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は

５
０
０
０
人
の
裸
坊
が
市

内
に
あ
ふ
れ
、
夕
刻
よ
り

巨
大
な
お
綱
代
を
引
き
、

二
体
の
お
神
輿
を
か
つ

ぎ
、
菅
公
御
着
船
ゆ
か
り

の
地
、
勝
間
の
浦
ま
で
を

往
復
す
る
西
日
本
屈
指
の

荒
祭
り
で
す
。

　

な
お
、
２
０
２
０
年
の

第
１
０
１
７
回
御
神
幸
祭

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
為
、
お
綱
代
、
お

神
輿
は
出
御
せ
ず
、
神
職

の
み
で
斎
行
さ
れ
ま
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
元
の
よ
う
な
祭
り

が
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

　
【
美
祢
・
町
田
裕
介
（
大

工
35
）】「
名
水
百
選
別
府

弁
天
池
」。

　

美
祢
市
秋
芳
町
に
あ
る

池
で
、
透
き
通
っ
た
コ
バ

ル
ト
ブ
ル
ー
の
水
が
美
し

い
湧
き
水
の
別
府
弁
天
池

は
、
摂
氏
14
度
の
透
明
度

の
高
い
水
で
、
環
境
庁
よ

り
昭
和
60
年
７
月
20
日
に

日
本
名
水
百
選
に
選
定
さ

れ
、
周
辺
住
民
の
生
活
用

水
や
、
養
鱒
に
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

別
府
弁
天
池
の
隣
に
は

養
鱒
場
が
あ
り
、
観
光
釣

り
堀
も
あ
り
ま
す
。
釣
り

堀
で
釣
り
上
げ
た
鱒
は
池

周
辺
の
料
理
店
で
調
理
し

て
も
ら
い
、
そ
の
場
で
味

わ
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

池
を
見
て
も
よ
し
、
釣

り
堀
で
釣
っ
て
よ
し
、
鱒

料
理
を
味
わ
う
も
よ
し
の

別
府
弁
天
池
で
す
が
、
近

年
は
イ
ン
ス
タ
映
え
ス

か
。
季
節
も
肌
寒
い
時
期

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
柳

井
支
部
青
年
部
会
で
は
寒

さ
を
吹
っ
飛
ば
す
熱
い
戦

い
が
行
え
る
情
報
を
持
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

柳
井
市
伊
陸
に
あ
り
ま

す
柳
井
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
体
感
速
度

１
０
０
キ
ロ
の
本
格
的
な

ゴ
ー
カ
ー
ト
を
体
験
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
一
番

の
魅
力
は
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
を
行
い
、
決
勝
レ
ー

ス
で
ス
リ
リ
ン
グ
な
戦
い

　
【
柳
井
・
渡
邊
博
之
（
管

工
事
・
41
）】
皆
さ
ん
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

が
出
来
る
こ
と
で
す
。
初

心
者
で
も
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
慣
れ
て

く
れ
ば
本
格
的
な
レ
ー
ス

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

各
支
部
の
皆
さ
ん
も
一

度
体
験
す
れ
ば
間
違
い
な

く
、
ハ
マ
っ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
‼

　

柳
井
支
部
青
年
部
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
や
仕
事
の
発
散
に
も

な
り
、
定
期
的
に
10
人
く

ら
い
で
レ
ー
ス
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

ポ
ッ
ト
や
、
隠

れ
た
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て

注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。

　

老
若
男
女
問

わ
ず
楽
し
め
る

と
思
い
ま
す
の

で
、
是
非
行
っ

て
み
て
く
だ
さ

い
。

い
に
あ
る
旬
処
い
さ
路
。

地
元
の
お
客
様
の
み
な
ら

ず
、
遠
方
か
ら
来
ら
れ
る

観
光
客
に
も
愛
さ
れ
る
繁

盛
店
で
す
。

　

毎
日
仙
崎
に
水
上
げ
さ

れ
る
新
鮮
な
魚
を
使
っ
た

魚
料
理
を
中
心
に
、
旬
の

野
菜
や
肉
を
使
っ
た
創
作

料
理
の
ど
れ
を
食
べ
て
も

絶
品
で
す
。
限
定
20
食
の

お
昼
の
ラ
ン
チ
は
行
列
必

至
で
す
。

　

週
末
は
駐
車
場
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
の
で
、
早
め

に
行
か
れ
た
方
が
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

来
店
し
た
ら
紙
に
名
前

と
人
数
を
書
き
、
車
で

待
っ
て
い
る
と
呼
び
に
来

て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
な
の

で
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
出
来

て
い
ま
す
。

　
【
萩
・
木
村
辰
徳（
大
工
・

43
）】
２
０
１
５
年
に
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」。

　

８
県
11
市
に
ま
た
が
る

23
資
産
で
構
成
さ
れ
、
そ

の
う
ち
萩
市
に
は
５
つ
の

資
産
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

５
つ
の
世
界
遺
産
を
め
ぐ

る
、
世
界
遺
産
カ
ー
ド
ラ

リ
ー
と
い
う
企
画
が
あ
り

ま
す
。

　

萩
八
景
遊
覧
船
も
あ

り
、
春
に
は
桜
並
木
の
傍

を
船
が
通
り
ま
す
。

　

歴
史
と
風
情
が
あ
る
萩

城
下
町
で
す
。
是
非
一
度

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
【
光
・
河
内
信
宏（
大
工
・

35
）】
私
の
地
元
で
あ
る

光
市
室
積
は
江
戸
時
代
中

期
に
は
商
業
の
港
と
し
て

栄
え
て
い
ま
し
た
。
室
積

を
象
徴
す
る
普
賢
寺
か
ら

早
長
八
幡
宮
を
結
ぶ
通
り

は
「
海
商
通
り
」
と
呼
ば

れ
、
港
町
室
積
の
面
影
を

残
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
は「
普
賢
祭
り
」、

10
月
に
は
「
早
長
八
幡
宮

秋
祭
り
」
と
、
ど
ち
ら
も

江
戸
時
代
か
ら
続
く
歴
史

あ
る
行
事
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

が
落
ち
着
い
た
と
き
に

は
、
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
【
山
口
・
村
上
康
伸
（
大

工
・
39
）】
山
口
支
部
よ

り
車
を
５
分
走
ら
せ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
標
高
90
ｍ
の

「
象
頭
山
」。
室
町
時
代
に

山
口
に
滞
在
し
た
中
国
の

名
使
趙
秩
が
山
に
雪
が
降

り
積
も
る
様
子
が
象
の
形

に
似
て
お
り
、
故
郷
中
国

を
懐
か
し
ん
で
詠
ん
だ
、

山
口
十
境
詩
の
「
象
峰
の

積
雪
」
と
い
う
詩
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
は
山
口
市
の

眺
め
を
一
望
で
き
ま
す
。

急
な
坂
道
で
す
が
、
駐
車

場
か
ら
７
分
程
度
で
着
き

ま
す
。
12
月
に
は
山
頂
に

象
の
形
を
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
口
市
に
お

越
し
の
際
は
是
非
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
【
長
門
・
吉
村
龍
彦
（
大

工
・
39
）】
長
門
市
三
隅

１
９
１
号
線
バ
イ
パ
ス
沿

目印は角島灯台

限定20食

萩八景遊覧船

象の形のイルミネーション

パワースポットとしても注目

HP  http://yanai-gokart.co.jp/

11月に行われる御神幸祭
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お問い合わせは本部・支部まで
旧

かっぱ寿司

◆募集対象

◆訓練期間
◆教　　室
◆訓練日程
◆訓練時間
◆訓練課程
◆訓練科目

◆訓練講師
◆教 科 書
◆特　　典

◆ 訓 練 科

　建築（大工）を職業として働いている方で、技能修得に意欲のある方。将来、技能士、
２級・木造建築士の資格を希望する方。男女は問いません。原則として、雇用保険被保険
者または、本人が「一人親方等の特別加入」の労災保険加入者。その他の方は、御相談く
ださい。
　２ヵ年
　山口本校（建設山口本部会館内）
　月４～５回（令和３年度入校生は、毎週木曜日）
　８：30～17：00
　普通訓練課程
　建築概論、建築生産概論、建築計画、建築構造、建築設備、工作法、規矩術、施工法、
安全衛生、測量、機械電気、法規、仕様積算、建築製図、材料、基本実技
　職業訓練指導員及び１級建築士
　厚生労働省認定のもの
⑴２ヵ年の訓練を修了し、技能照査に合格した者は２級技能検定（建築大工）の学科試験
　が免除。
⑵２級及び木造建築士受験の実務経験短縮（高卒の場合）
⑶授業料、教科書、教材無料
⑷交通費の一部と昼食支給（組合員が対象）
　木造建築科

◆入校を希望されます方は、「山口建設高等職業訓練校入校申込書」
に必要事項を記入の上、毎年３月中旬までに所属支部を通じて
提出してください。概ね、毎年４月下旬より訓練開始になりま
す。
◆当訓練は厚生労働省の定めた一定の基準に沿って合理的かつ効
果的に訓練を行なっており、昭和50年４月１日に山口県知事よ
り認定を受けています。

楽しく技能習得
令和３年度 訓練生募集

技
能
競
技
大
会
に

　 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

全建総連第35回全国青年技能競技大会  課題詳細図

　

毎
年
、建
設
山
口
で
は
、

技
能
競
技
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

技
能
競
技
大
会
に

　 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
競
技
大
会
は
、
全

建
総
連
が
主
催
す
る
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
の
予

選
を
兼
ね
て
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
競
技

課
題
は
規
矩
術
を
駆
使
し

て
作
製
す
る
「
四
方
転
び

踏
み
台
（
課
題
詳
細
図
参

照
）」
で
す
。
現
寸
図
の
作

成
か
ら
は
じ
ま
り
、
木
削

り
・
墨
付
け
・
加
工
・
組

み
立
て
の
工
程
で
、
競
技

時
間
は
６
時
間
で
す
。

　

技
能
の
継
承
と
後
継
者

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、
建
設

山
口
は
第
１
回
か
ら
連
続

し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
、

過
去
に
何
度
も
入
賞
す
る

な
ど
、
輝
か
し
い
実
績
も

残
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
第
１
回
大
会
か

ら
第
35
回
大
会
（
コ
ロ
ナ

禍
で
昨
年
は
中
止
）
ま
で

連
続
出
場
し
て
い
る
組
合

は
、
全
建
総
連
傘
下
53
県

連
・
組
合
の
う
ち
、
建
設

埼
玉
、
東
京
都
連
、
島
根

建
連
、
建
設
山
口
の
４
県

連
・
組
合
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

近
年
の
建
築
現
場
で

は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
が
主
流

と
な
る
な
ど
、
現
場
で
刻

み
や
墨
付
け
を
す
る
機
会

が
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
日
本
の
伝
統
工
法

は
私
た
ち
青
年
層
が
守
り

受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
か
ら
も
、
こ
の
競
技
大

会
は
大
変
重
要
な
も
の
と

言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
出
場

者
が
減
り
、
寂
し
い
大
会

が
続
い
て
い
ま
す
。
大
工

の
原
点
と
も
言
え
る
、
こ

の
競
技
課
題
。
規
矩
術
の

極
意
は
水
平
と
垂
直
・
勾

配
で
す
。
出
場
す
れ
ば
、

必
ず
得
る
も
の
が
あ
り
、

今
後
の
仕
事
に
必
ず
役
立

つ
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

の
は
、
満
36
歳
以
下
の
方

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
建
設
山
口
技
能
競
技

大
会
に
は
、
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
こ
そ
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
活
気
あ
ふ
れ

る
大
会
に
な
る
よ
う
、
大
工

魂
の
結
集
を
！
詳
細
は
、
お

入
り
の
支
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

大工の原点。必ず得るものが。（全建総連第 35 回青年技能競技大会）




